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2・3面 この街の呼吸に耳を澄ませる
足立区60年の歩み

4・5面 まちかど通信スペシャル
今年のキーワード60 を探せ

6・7面 くらしの情報/ みんなの健康

あけまして
お め で とうご ざ い ま す

足 立 区 長

古 性 直

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
は
区
政
に
と

っ
て
大
瘴
な
節
目
の
年
で
す

。

昭
和
7

年
1
0月
に
、
南
足
立
郡

(
1
0力
町
村
)
が
足
立
区
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
6
0
周
年
に

な
る
こ
と
で
す
。
特
別
区
制
度

に
つ
い
て
も
、
自
立
し
た
市
並

み
の
自
治
体
へ
と
、
希
望
の
芽

を
育
て
る
大
事
な
時
で
す
。

6
0周
年
を
記
念
し
ア
龠

西
用

水
親
水
水
路
の
全
線
開
通
、
足

立
6
0
景
の
制
定

、
国
際
彫
刻
展

の
開
催
等
と
事
業
が
目
白
押
し

で
す

。
共
に
お
祝
い
し

、
区
政

発
展
へ
の
飛
躍
台
と
し
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
記
念
す
べ
き
事
業
と
し

て
「
基
本
構
想
」
の
制
定
が
あ

り
ま
す

。
新
し
い
時
代
に
向
か

っ
て
、
足
立
区
は
ど
う
進
ん
だ

ら
よ
い
の
か
、
そ
の
重
要
な
方

向
を
決
め
る
も
の
で
す
。
と
き

め
き
、ゆ
と
り

、水
辺
の
ま
ち
と

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

と
っ
て
大
事
な
願
い
が
、
こ
の

3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
国
際

情
勢
に
、
私
た
ち
の
将
来
も
大

き
な
影
響
を
受
け
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
変
わ

ら
な
い
の
は
日
々
の
暮
ら
し
の

大
切
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
区
民
の
皆
さ
ま
の

思
い
を
し
っ
か
り
と
胸
に
受
け

と
め
て
新
し
い
酊
図
を
つ
く

り
、
未
来
に
向
け
船
出
を
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

足立区議会議長

大神田賢次

平
成
4
年
の
新
春
を
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
迎
え
ま
し

た
。流

れ
行
く
時
の
中
に
、
新
た

な
禾
来
へ
の
希
望
と
願
い
を
託

し
た
か
ら
で
す
。

激
動
す
る
国
際
情
勢
の
中
に

あ
っ
て
、
日
本
の
行
動
は
常
に

世
界
の
注
目
の
的
に
な
っ
て
お

り
串
歹
。
世
界
の
新
し
い
秩
序

づ
く
り
に
あ
た
っ
て
、
日
本
は

名
誉
あ
る
地
位
を
確
保
す
る
た

め
に
鋭
意
努
力
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
、
慎
重
な
中
に
も
。

積
極
的
な
日
本
の
真
価
を
発
揮

す
べ
き
と
き
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
、
足
立
区
制
6
0周
年

を
迎
え
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
築
き
あ
げ
、
育
ん
で
き

た
本
区
の
成
長
を
心
か
ら
喜
び

あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

足
立
区
は
、
人
情
味
あ
ふ
れ

る
下
町
で
す
。
6
0年
に
わ
た
る

発
展
の
歴
史
を
基
礎
に
ゆ
と
り

あ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
努

め
、
区
民
一
人
ひ
と
り
が
心
の

か
よ
い
あ
・
2つ
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
に
し
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

区
議
会
で
は
開
か
れ
た
議
会

を
め
ざ
し
一
歩
ず
つ
改
革
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
委
員
会
の
公

開
に
向
け
て
の
取
ひ
組
み
や
本

会
議
前
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も

そ
の
一
つ
で
す
。

ど
う
ぞ
、
区
民
の
皆
さ
ま
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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この街の 呼吸に耳 を

澄ませる
あ だ ち STORY

櫛並み4ま麌わg ても、舊と麦わらずに ● し
く蔓してくれる あ゙だち。。噫汨3がlΞ f uこl j の

どかな田 ● ● 曩が峺いていt こ心衡も
、いま

やÅ口糾万人を 超える大都市に虞長しまし。
七 折しも今年は、区匍が 発足c 南足立郡から

鈩肓区ぺ】してa3年とな、I亅冫&j べき年。わた
しt ちの思い醂がい。ぱい鷦ま・t i Fw 区竊】
年の麦 ● を、写真や年麦でふりかえります。

おばけ
えんとつ

足
立
っ
子
に
は

昔
慎
か
し
い
思
い

出
の
I

ぱ
け
煙
突
气

い
ま
は
そ
の

蔘

写
y
べ
ひ
台
に

変
え

、
元
宿
小
李

扠
の
校
庭
で
子
ど
石
た
ち
の
人
気
の

的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今日も子供たちと遊んでいます

見る方向によって見える本数が変わるため
〝おばけ〟の異名がつきました

あ ら

かわ

四
季
折
々

、
像
々
な
顔
を

豊
か
な
衷
崎
で
兄
せ
て
く
れ

る

。荒
川

。
昔
も
今
も

、
憩

い
の
場

、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、
X
民
の
皆

さ
ん

に
親
し
ま
れ
て
い

ま

す
。区

は
、
こ
の
荒
川
釁
よ
り

魅
力
あ
ふ
れ
る
空
間
と
す
る

た
め
、ズ

と
勣
咀
物
が
共
存

す
る
水
辺
空
問
の

創
出
〟

を

テ
ー
マ
に
整
賁
を
茸
め
て

い

ま
す
。

趣向を凝らした手作りのイカダで
レ ー ス を 楽 し み ま す

ヨットやボート、カヌーの貸ボート屋が
い く つ も あ り ま し た

昨年7 月、リバーサイド千住に水上バス就航 千 寿 第 四 小 学 校
学 舎

机
や
教
室
の
壁
に
殲
さ
れ
た
落
書

き
の
一
つ
ひ
と

つ
に
も
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
か
し
み
こ
ん
で
い
る

ぷ

芦

。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
教
育

内
容
も
掌
校
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

粤

く
変
わ
り
、
校
合
も
木
造
か
ら

鉄

筋
へ
と
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
明
る

く
嘶
ぐ
子
供
た
ち
の
歓
声
だ
け
は
。

い
つ
の
時
代
も
蒭
わ
り
ま
せ
ん
。

昭和7 年の
朝礼の風景

理科の 授業風景

楽しい思い出がいっぱいできるといいですネ

橋

四
方
を
川
に
囲
ま
れ
た
Λ
川
の
ま

ち
▽
あ
だ
ち
。
だ
か
G

当
然
、
儒
も

多
い
。
中
で
も
千
住
大
橋
は
、
区
内

き
っ
て
の
堅
史
的
名
彎
。
安
萋
広
璽

の
江
戸
名
所
百
飛
に
も
描
か
れ
、
松

尾
芭
蕉
の
I

お
く
の
ほ
そ
逗
」
の
出

立
も
こ
こ
か
ら
で
す
。

昭和2 年、完成まもない千住大橋

橋は人と土地のお りなす歴史を今日につないでいます

区
役所

戦
災
、
復
興
、
高
度
成
長
期
-

激
し
い
時
代
の
う
ね
り
の
中
で
。
行

飮
に
対
す
る
一
了

ズ
も
複
雑
化
・
多

様
化
し
、
そ
れ
と
と
も
に
区
役
所
も

庁
舎
も
変
ぼ
う
を
と
げ
て
き
ま
し

た
。
い
ま
区
は
、
よ
り
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
。
平
凧
7

年
度

を
目
途
に
燹

荼

庁
舎
の
建
設
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

昭和40年3 月の区役所庁舎

昭和61年4 月7 日に オープンした中央本町庁舎

駅

郡
内
有
数
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
虞

畏
し
た
北
千
住
駅
。
待
ち
合
わ
せ
を

す
昊

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
で

賢
物
夸
す
る
人

、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
に
通
う
人
な
ど
で
に
竇

幻
い
、

単
に

。乗
り
降
り
す
る
場
〟

と
し
て

の
駅
か
ら

。
暮
ら
し
の
拠
戸

と
し

て
の

駅
へ
と

大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。

昭和36 年ごろの北千住駅

駅にはドラマチックでいきいきとした
暮らしのニオイがあります

▲ 西新井大師付近付近
( 写 真上) 昭和10年ごろ
( 写 真 下) 昭 和63 年

花畑変電所・西加平交差点付近 ▲

(写真上) 昭和63年
( 写 真 下) 昭 和41 年

足

立

区

6
0
年
の
あ
ゆ
み

昭
和
7

年
・
市
郡
併
合
に
よ
り
東
亰
市

毓
が

拡
張
さ

れ
、
南
足
立
郡
の
3

町
と
7
カ
村
が
足
立

区
と

な
る

昭
和
1
4
年
・
足
立
健
康
相
談
所
聞
般

昭
和
1
8
年
・
柬
亰
都
制
施
吁

・
常
磐
線
に
稜
瀬
駅
新
設

昭
和
2
2
年
・
地
方
自
冶
法
瘋
行
に
よ
り
特
別
地
方
公
共

団
体
た
る
特
別
区
足

立
区
誕
生

・
区
内
1
9カ
所
に
区
役
所
出
張
所
を
開
設

昭
和
2
3
年
・
「
足
立
区
軟
ニ
ュ
ー
ス
」
第
1
号
発
行

昭
和
2
4
年
・
千
住
の

花
火
が
厦
活

・
足
立
区
文
化
笏
会
創
立

昭
和
2
5
年
・
国
勢
詞
査
に
よ
灸

口
は
2
6
万
8
千

剳
人

・
上
総
奏
臨
酪
孛
園
オ

ー
プ
ン

昭
和
2
6
年
・
足
立
碼
祉
亊
穆
所
閲
設

昭
和
2
7
年
・
足
立
区
教
育
委
揖
会
発
足

昭
和
2
8
年
・
足
立
区

観
光
啗
会
発
足

鄲
和
3
0
年
・
産
業
振
興
館
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
3
1
年
・
育
英
資
金
貨
付
制
度
関
始

昭
和
3
4
年
・
国
民
曠
蹶
保
険
事
巣
閲
始

・
足
立
区
の
紋
章
を
制
定

昭
和
3
5
年
・
国
民
年
金
制
度
鬨
始

・
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
は
4
0
万
1
千
珊
人

昭
和
3
7
年
・
日
比
谷

線
北
千
住
―
人
形
町
間
閲
通

昭
和
3
8
年
・
足
立
区
艾
化
会
館
、
青
年
館
閲
館

・
日
光
林
関
学
園
オ
ー
プ
ン

昭
和
3
9
年
・
千
住
の

名
物

「
お
化
け
堽
突
」
が
取
り
壊

さ
れ
る

昭
和
4
0
年
・
国
勢
跼
苴
に
よ
る
人
口
は
5
1万
4

千
7
1
7人

昭
和
4
2
年
・
区
役
所
斯
庁
舎

♀

庄
本
庁
舎
)
完
改

昭
和
む
年
・
都
電
2
1
系
線
千
住
4
丁
目
「

Ξ
ノ
輸
陂
閧
2

千
7
7
6矗
皈

止
さ
れ
る

昭
和
4
4
年
・
区
立
中
央
図
書
館
完
改

・
千
代
田

線
北
千
住
-
大
手
町
間
閧
通

昭
和
4
5
年
・
下
水
逎

幹
楾
完
或

昭
和
4
6
年
・
区
役
所
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
人

昭
和
4
8
年
・
区
哭

口
か
6
0万
人
を
突
破

昭
和
4
9
年
・
教
育
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ブ
ン

昭
和
5
0
年
・
区
で
朷
の
区
民
保
養
所
「
禺
网
原
あ
だ
ち

荘
」
オ
ー
プ
ン

・
山
中
朗
林
問
孛
園
オ
ー
プ
ン

昭
和
5
3
年
・
足
立
区
高
齢
者
亊
業
団
冊

だ

・
竹
の
拠

汞

プ
ー
ル
か
オ
ー
プ
ン

・
足
2

区
基
本
構
原
策
定

昭
和
5
4
年
・
総
台
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
か
オ
ー
プ
ン

・
足
立
の

花
火
大
会
が
3
年
ぷ
り
に
m

・
孝

入
会
館
オ
ー
プ
ン

・
區

釛

の
セ
ン
タ
ー
(
竹
の
褫
)
オ
ー
プ
ン

昭
和
5
6
年
・
江
北
五
色
概
が
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
5
0

年
ぶ
り
に
里
帰
り

・
レ
ー
ガ
ン
桜
、
足
立
区
へ

・
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
オ
ー
プ
ン

昭
和
5
7
年
・
全
国
で

初
の

ヨ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
濛
路
」
が

綾
瀬
に
完
虞

・
区
制
閨
周
年
記
念
の
各
種
亊
業
、
催
」‥石

の
が
行
わ
れ
る
(
区
民
簟
章
の
制
定

、
区

民
ま
つ
り

、
釿
潟
県
小
出
町
・
畏
野
県
山

ノ
内
町
と
友
好
都
市
畏
携
な
ど
)

昭
和
i
n
8年
・
考
人
保
偏
法
施
行

・
橄
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

設
立

・
塲
原
林
間
学
菌
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
5
9
年
・
見
沼
代
親
水
公
園
、
都
市
農
業
公
圜
、
花

畑
紀
念
庭
菌
、
鳫
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ

ー
が
オ
ー
ブ
ン

・
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
ベ
ル
モ
ン
ト
市
と

姉
妹
都
市
提
携

昭
和
6
1
年
・
区
役
所
中
央
本
町
庁
舎
完
成

・
区
民
亊
務
所

業
鵬
オ
ン
ラ
イ
ン
稼
勵

・
郷
土
溥
物
館
オ
ー
ブ
ン

・

情
假
公
閧
制
度
旆
吁

昭
和
6
2
年
・
「
水
の
回
廊
搆
磐

策
定

昭
和
6
3
年
・
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
が
オ
ー
プ
ン

・
砌
足
立
区
ま
ち
つ

く
り
公
社
設
立

平
成
元
年
・
足
立
区
福
祉
総
合
計
圃
ま
と
ま
る

・
補
助
Ⅲ
母
鞦
が
全
蹄
開
通

・
「
は
な
は
た
」
「
榮
磨
圜
」
オ
ー
プ
ン

・
柳
陬
千
草
園
が
オ
ー
ブ
ン

・

一
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
ス
タ
ー
ト

平
呎
2

年
・
鏘
勦
労
福
祉
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
設
立

・
足
立
あ
い
あ
い
公
社
設
立

・
東
郎
障
害
硼
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
鬨
設

・
「
生
き
か
い
奨
励
金
」
新
股

・
生
啀
学
習
推
進
肘
画

策
定

・
区
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
制
定

平
成
3

年
・
西
耶
障
筈
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
閲
設

・

¬
ゆ
6
あ

い
ら
ん
ど

岑
乃
㎜
オ
ー
ブ
ン

・
ゴ
ミ
問
弯
最
終
答
申
ま
冫
汳
る

・
黝
水
と
祿

の
公
社
設
立
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ま ちか ど 通 信 スペ シ ャ ル
今年の10 月7 日は何の日だかご存じですか。実
は足立区の60黛の睡牛日( 区制60周年) なのです。
今回の「まちかど通信スペシャル」は、このF60」
という数にちなんだ街の情報を満載して発信しま
す。ご家族みんなで楽しめるお年玉クイズもあり
ます。ぜひ、挑戦してみてください。

今年 のキーワ ード 6

0

を探せ
お正月特選散歩道

ぶらり歩いて6

0

分
み

な
さ
ん
、
今
年
は
ど
ん
な

お
正
月
を
お
過
ご
し
で
了
か
?

寝
正
月
を
沢
め
込
ん
で
い
る

方
も
多
い
き

ゃ
な
い
で
し
よ

う
か
。
こ
た
つ
で
み
か
ん
を
食

べ
な
が
ら
、
テ
レ

ビ
奮
刄
で
過

ご
す
お
正
月
も
い
い
け
れ
ど
、

街
に
ぶ
ら
n
と

出
掛
け
て
み
る

の
も
い
い
畆
ん
で

す
よ
。

今
回
、ぶ
ら
り
歩
い
て
印
分
、

正
月
特
選

散
歩
道
を
2
コ
ー
ス

紹
介
し
恚
J
。

冢
に
閉
じ
込
も
ら
ず
に
、
ご

家
族
で
出
掛
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
呎

ふ
だ
ん
気
付
か
な
い
新
し
い

発
見
か
あ
蕃
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ

。

足
立
と
と
も
に
6
0
年

扇
三
丁
目
　
國
井
　
行
夫
さ
ん

國
井
行
夫
さ
ん
は
、
昭
和
7

年
1
0月
1
日
、
東
京
市
足
立
区

の
誕
生
と
同
じ
日
に
生
ま

れ
ま

し
た
。

「
今
年
で
6
0
歳
、
潼
暦
。
記

念
す
べ
き
年
齢
(

と
し
)
で
す

が
。
七
草
ま
で
は
忙
し
く
て
」

國
井
さ
ん
の
お
宅
は
、
区
内

で
た
だ
一
軒
洩
っ
た
水
ぜ
り
の

栽
培
農
家
。
七

草
が
ゆ
に
入
れ

る
一
草
と
し
て

。
年
末
か
急

草
ま
で

が
収

穫
の

最
盛
期
で

す
。

「
冬
、
冷
た
い
水
の
中
で
の

作
業
、
若
い
人
は
い
や
か
り
ま

す
。
か
つ
て
は
、
足
立
の
特
産

初
の
一
つ
で
し
た
。
冫
-
も
花

登

甎
培
か
主
力
で
す
か

。
ぜ
ひ

耙
け
て
い
き
た
い
」
と
語
る
国

井
さ
ん
。
足
立
の
農
業
は
生
き

て
い
る
ん
だ
と
い
う
頼
も
し
い

言
葉
の
一
で

悩
み
も
・・・
。

「
緑
地
法
改
正
や
相
続
税
な

ど
、
農
業
を
続
け
て
い
く
に
は

厳
し
い
世
相
。
冫

。ほ

代
々

農

家
、
農
業
は
好
き
だ
し
。
大
切

な
も
の
。
ま
た
、
こ
の
辺
の
土

地
は
、
花
木
づ
く
り
に
向
い
て

い
て
、
と
て
も
い
い
花
が
で
き

ま
す
」

國
井
が
兀
は

、
区
の
花
き

品
評
会
で
、
い
つ
も
優
秀

賞
を
と

る
腕
前
の

持
ち

主
。
昨
年
の
「
第
2
6回
夏

花
品
評
会
」
で
区
長
賞
を

受
賞
し

声
し
た
。

「
こ

れ
か
叭
石

、人
に
負

け
な
い

、
い
い
花
を
つ
く

つ
て
い

資
汞

す
。
足
立
区

も
私
と

同
じ
印
筬
。
今
峻
も
、

み
ん

な
か
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
私

も
か
ん
ぱ
ひ
求
す
」
と

抱
負
を
晤
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
寒
い
時
は
つ
ら
い
で
す
が
、
元
気

な
う
ち
は
続
け
た
い
で
す
ね
」
と
、

セ
リ
を
つ
む
國
井
さ
ん

6
0
人
の
初
夢
は
?

千
寿
第
二
小
学
校
五
年
生

き
れ
い
な

郤
'

哭

文
字

を
作
っ
て
い

る
の
は
千
寿
第
二

小
学
咬
5

早
生
。
4
月
旬
人
だ

っ
た
仲
間
は
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
増

え
て
現

在
6
3人

に
な
っ
て
い
ま

す
。忝

癶
な
に
将
来
の
夢
冴
蘭
い

て
み
求
い
た
。

□
私
の

夢

川
又
麻
由
美
癶
ん

や
薀
陷
香

畩
夲
(
の
ぶ
つ
に
「
ペ
ッ
ト

シ

ョ
ッ
プ
」
や
「
小
鳥
駅
さ
ん

」

を
や
り

た
い

と
い

う
人
が
1
1

人
。
動
物
相
手
の

仕
事
は
女
の

子
に
大
人
気
で

す
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
"
血

た
ち

の
あ
こ
か
れ
の
的
。
し
か
し

、

今
は
野

球
選
手
ゆ
人
気
か
な
い

の
か
、
木
村
智
洋
君
な
ど
「
バ

レ
ー
や

バ
ス
ケ

ッ
ト
の
選
手
に

な
n
た
い
J
と
い
う
答
え
が
多

く
あ
○
ま
し
た
。

「
お
父
さ
ん
の
仕
事
を
継
ぐ
」

(
須
永
純
平
君
)
と
た
の
も
し

い
子
も
い
本
T

。

。ま
ん
が
家
‰
化

学
者
≒
医

声

な
ど
み
ん

な
の
夢
は
広
が

び
豕
T
。
豕
む
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
″
平
杜
員
'
″
カ
ツ
オ
君
の

声
優
'
と
い
う
の

も
あ
り
声
‥
‘

た
。そ

れ
ぞ
れ
の
事
が
実
現
す
る

書
つ
。
み
ん

な
ガ
ン
バ
レ
。

□
1
0
年
後
の
足
立
区
は
?

1
0年
後
、
足
立
区
は
ご
p

な

っ
て
い
て
欲
し
い
か
、
閠
い
て

み
ま
し
た
。

「
緑
い
っ
ぱ
い
の
安
拿
な
所

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
「
緑
が
多

く
、
き
れ
い
な
町
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
自
然
に
か
か

わ

る
回
答
が
、
古
野
夏
瞰
さ
ん
な

ど
2
2
人
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。高

欄
ビ
ル
や
リ
ニ
ア
モ
ー
タ

ー
カ
ー
な
ど
、
未
来
郡
市
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
人
も
い
ま
す
。
そ

の
一
方
、「
今
と

変
わ
5

な
い
」

「
変
わ
ら
な
い

方
か
い
い
」
と

い
う
庫
見
も
あ
り
ま
す
。

並
木
由
美
孑
き
ん
の
劣
つ
に

事
故
や
安
命
i
心
配
す
る
声
も

あ
り
ま

す
。

1
0年
後
に
は
匐
代
に
な
る
こ

の
子
た
ち
か
つ
三

次
の
逗

立

区
が
、
ど
り
1
4

姿

に
な
る
か
、
今
か
ら
桑

し
み
で

す
。

冬の寒さもなんのその――夢いっぱい、元気いっぱいの皆さん

連
日
6
0
番
の
猛
げ
い
こ

若
さ
で
熱
気
も
6
0
度

関
取
誕
生
め
ざ
す
玉
ノ
井
部
屋

劣
り
し
一
つ
で
、
一
瞬
の
立

ち
凾
い
に
す
べ
て
兮
}

め
て
、

体
と
体
か
澂
し

く
ぷ
つ
か
り
合

う
相
震
。
素
朴
な
力
く
ら
べ
で

念

と
同
時
に
、
複
雑
な
心
理

面
の
昊
深
さ
と

も
相
ま
っ
て
、

い
ま
や
相

撲
は
人

気
絶
頂
で

す
。荒

い
思
邇
い
、
男
か
ら
立
ち

上
が
る
扇
気
、
背
中
に
つ
い
た

妙
、
バ
シ
ッ
と
鋭
く
響
く
音
、

ヨ

ッ
と
呎
つ
し
を
引
き
つ
け

て
、
甼

簒

茗

し
て

」
身
振
り

豕
じ
り
の
観
方
の
指
導
、
大
粗

豪
仞
場
所
を
叮
前
に
し
て
、
玉

ノ
井
部
屋
(
梅
田
四
丁
目
)

で

は
、
迎
日
猛
げ
い
こ

が
続
い
て

い
ま
す
。

「
一
つ
の
型
に
は
め
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
人
が
持
っ
て
い
る
長
所

膏
伸
ぱ
て

夊
'
に
指
導
し
て
ま

す
が
、
相
撲
は
基
本
、
足
腰
か

大
事
な
ん
で

す
。
ホ
£

、
部
屋

か
で
き
て
1

年
1
0ヵ
月
、
ま

だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
よ

」
と

、

将
来
に
向
け
て

抱
負
を
語
る
元

関
脇
栃
東
の
玉
ノ
井
観
方
。
足

立
は
「
静
か
で

、
庄
み
や
す
い

と
こ
ろ
、
郡
屋
の
立
地
条
件
と

し
て
は
穴
燭
で

す
」
と
、
だ
ん

だ
ん
地
域
に
も
な
じ
ん
で
き
た

ぶ
つ
で
す
。

現
在
、
幕
下
の
大
日
届
が
筆

頭
。
ほ
か
約
2
0人
の
力
士
の
ほ

芦
兀

ど
は
2
0
歳
前
、「
関
取
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
囗

兮

叉

え

る
皆
さ
ん
、
早
朝
か

ら
四
股
(
し
こ
)
、
鉄
砲

、
6
0番

に
も
及
ぶ
ぶ
つ
か
り
げ
い
こ
に

励
ん
で
い
ま
す
。
中
央
に
土
俵

が
あ
る
4

閧
(

約
7

き

四
方

の
部
屋
は
、
若
人
た
ち
の
活
気

冫
蔘
か
満
ち
満
ち
て
、
癶
な

が

ら
、
熱
気
6
0
度
の
若
さ
が
飛
び

交
っ
て
い
る
か

宮

つ
で

す
。

昭
和
4
7
年
の

初
場
所
で
優
鵬

し
て
い
る
玉
ノ
井
観
方
。
部
屋

の
力
十
た

ち
は
、
ま
だ
テ
レ

ビ

に
は
登
場
し
ま
せ
ん
が
、
若
さ

い
っ
ぱ
い
、
力
い
っ
ぱ
い
の
土

俵
岑
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

。ふ
る
さ
ぶ

疋
立
の
力
害

た
ち
に
、
棡
一
杯
声
輦
そ
送
り

た
い
も
の
で
す
。

若
さ
と
熱
気
か
飛
び
交
う
ぶ
つ
か
り
げ
い
こ

千
住
　旧
宿
場
町
と

寺
社
の
コ
ー
ス

千
庄
地
区
に
は
。
昔
か
ら
数
多
く
の
神
社
・
仏
閣
が
あ
ひ

。

当

時
の
思
吹
が
感
じ
幺

ま
す
。
そ
ん
な
歴
史
に
出
会
え
る

素

敵
な
散
歩
道
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
正
月
の
聆
か
な
街

を
散
策
し
、
旧
千
住
宿
の
面
彫
を
味
わ

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
7

ひ
。

氷川神社( 千住四丁目)

境内に は3 つの社殿 があ
り、それぞれ違う神像が祭ら
れています。現在、郷土博物
館に展示してある静御前の山
車は、この神社のもので。東
京に2 台ぐらいしか残ってい
ないとても貴重なものです。

長 円 寺( 千 住 四 丁 目)

本窒にF 乳泉石」という石
が安置されていて、江戸時代
から乳の出ない女畦に信仰さ
れていました。本尊の薬師如
来像は木裂の立像で、平安時
代の作だと言われています。

勝専寺

慈眼寺

千 住神社

旧千住町の総鎮守で、広い
境内には、富士黻、松尾巳・加
の句碑があります。

千住宿旧商家( 横山家)

旧遭を千住四丁目方面に向
かうと、旧千住宿町並を思い
起こさせる屋敷のたたすまい
が見えてきます。このお宅は、
江戸時代末期に建てられたも
ので、江戸時代は屋号を松屋
といい地攬(ぢすき) 卿司壓と
して栄えました。

千 住 本 氷 川 神 社( 千 住 三 丁 目)

旧道から少しはずれた所に
あるこの神社の境内には、神
余殿、松尾芭蕉の句碑、稲荷
社があります。また37年間煢
いているラジオ体操の会場と
しても有名です。

西
新
井
・
六
月

歴
史
と
文
化
の
コ
ー
ス

西
新
井
と
い
え
ば
お
大
師
様
と
い
う
く
ら
い
有
名
な
西
新
井

大
師
を
中
心
に

、
六
月
町
旭
区
を
巡
っ
て
く
る
コ

ー
ス
で
す

。

こ
の
コ
ー
ス
は
、「
あ
だ
ち
の
歴
史
と
文
化
の

散
歩
道
」に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
朷
も
う
で
の
帰
り
に
で
も
、
ぶ
ら
り
出

掛
け
ア
飛

立
の
歴
史
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ だ ち 広 報

1 月10 日 号 に
足立60景特集

区
制
6
0
周
年
記
念
事
業「
足
立
6
0景
J

の

制
定
に
際
し

、
区
民
の
皆
さ
ん
の

意

向
奎
昃
映
さ
せ
る
た
め
、
あ
だ
ち
広
報

「
足

立
6
0景
特
集
冨

発
行
し
て
、
5

募

形
式
に
よ
る
思
向
飼
査
を
行
い
ま
す
。
1

月
8
日
～
1
0日
こ
ろ
各
家
庭
に
配
布

に
¥
チ

。
お
楽
し
み
に
。《
広
報
課
》

「ワァーお相撲さんだ」と
子供たちに大人気!

(地域の幼稚園での
もちつき大会で)

元栃東の玉ノ井親方

赤
羽
家
長
屋
門

現

在
磑

邸
羽
氏
の
所
有
で

す
が
、
古
く
は
元
島
根

名
主
で
通
称
贏

武
様
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
牛
込

家
の
屋
敷
門
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
民
家
の
長

屋
門
と
し
て
は
貴
璽
な

建
物
で
す
。

猿仏塚　利口な猿の悲しい
民話があります。また塚の上
にあるのは庚甲塔で、都内で
も指おりの古いものです。

西新井大師　826年に、弘法大師が創建し
たといわれ、古くから厄除け開通の霊場と
して知られています。山門・三匝( そう)
室などの木造建造物や塩地蔵など の石造
物、その他多くの文化財かあります。広い
境内には、ぼたん園、藤棚があり、新東京
百景のl つになっています。

鷲
神
社
(
鳥
根
四
丁
目
)

社
殿
は
峨
後
の

改
築
で

す
が
、
創
蕁
は
A
1
8

年
と
い
わ

れ
て
い
ネ

罵

寥
だ
、
こ
の

神
社
に
奉
納
さ

れ
て
い
る
「
島
根
ぱ
や
し

」は
郷
土
芸
能
と

し
て
伝
わ
り
。
区
の
熊
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

国土安穏寺　旧日光街道に接
し、将軍家の休忽淅 や郤膳所にあ
てられていた、褪Ul j冢と関わり探
い由緒あるお寺です。門前を御成
道といい、寺宝に画||冢の紋がつ
いている豪華な蒔絵の家具や調度
品が数多くあります。

あなたは どれだけ「あだち」を ご存じですか

区制60周年記念お年玉クイズ
区制60周年を記念して, 足立区に関わることをクイズ

にしました,正解者の中から抽選で1(幻人の方に素敵なプ

レゼントを差し上げます。ふるってご応募ください,

問1　 区 の λ 口 と 面 穡 の 齟 み ら む せ でj E し い

もc は 、 次 の ど れ で し ょ う か?

Q 人 口 纐M 万 Å 、xas ふ. s i i

② 人 口 絢 鈿 万 人 、 £AU. 29f a ㎡

⑤ 人 口 絢i { 万 Å 、 脂 擯35. s i ㎡

l ヒ ン ト} 人【 コ・ ぶa と も に 售ゴl l 谷 区 、

大 顫1区sa せ 丶で3 蓄 目 で す 。 ち な み に1霊田

谷 の 人 口l i 鰐 笵 万 人 、 苣 巽崇 はs( BI ㎡で す 。

問2　 昨 年{ 肭 茣3 烱 に オ ー ブ ン し たl i の 葡

康 鯰 、 次 の う ち ど れ でL よ う か1

① 県 窶TI り7 ン タ ・

皿 ン タ ー

- -

【 ヒ ン ト 】 鵁 蜂 羮 應 腱) 皿

セ ン タ ー は 罕 瀉2 年 に オ ー プ ン し ま し た 。

問3 平s12 年 、 ●・sz窰s亅 目aこg- 2 区 很1眤縛目

僂 劔 瞿 が 縻a 三し ま し 七 次 の ど の 邵 覆 で し

ょ う か?

a 簗鳥 心 朏

② 匚 子 山s 厘

sEE ノ 剤 瓠 髪

【 ヒ ン ト 】 太 又 を よ く ご 覧 く だ さ い 。

問4　 平 虜7w- 九 匹 を 目 指 し 、 犹ggr 41

の 難 放 番l l め て い ま す カ丶 蕩 設 計 固 に な11

祁 門 は 、xx! 〕う ち の ど れ で し ょ う か?

Q 体 青 館

s 輯 貿! ノス ト ラ ン

s 多 目 的 ホ ー ル

【 ヒ ン ト 】j f 自 丹 で ホ ー ル 遊 びl まご 遠 盾

く だ さ い 。

問5　 湎 】0乍 を 目 劃 し た 基 友 賑 組 の 喇 匍 の ま

と め が 、 奮 譖 蝨 か ら 発 廣 さ れ ま し た 。 そ の

中 で 足7gl l 将 來 ● で 正 し い の は 、 次 の ど

れ でbJ う か9

Φ 賁 翕蒭 〕と11j ・ 、 心・ カsなaE み よ い ま ち 、 足

立

s と き め き 、 ゆ と り 、 ま・1 の ま 名g さ

s ゆ と り 、 ふ 才1あ¥丶 ま と ● 9) ま ち9 を

【 と ン ト 】 あ 愬 ち1ま4 、 未 麋 に 心 か っ て

と き め い て い ま す 。

応 募 方 法 八 ガ キ1 番 号 、 住 所 、 氏 名 、

毒 壥 、5 隰 全 て のi E し い 答 え の 番 号 、 あ だ

ち 茹 凅 ず丶皿 ● ・ ご 童 虱 を 軈 記 し て く だ さ い

応 募 期 限1 月151 必 ●

賞 品 全 回E 鮮 奢 口 う ち 、 檣 ● で1 仙 人 の 方

に 、 累t な ブ レ ゼ ン ト を 夥 し 上t f ま す 颶

測 ま賞 旦 の 蜀 蚕 を も っ て カ吠 夊 す3
- - 一 一 ・ 一
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1992 年( 平成4 年) 1 月1 日あ だ ち 広 報第933 号 ( 6)

くら し の

情
報

本庁舎( 千住) へのお問い 合わせ は…

3882- 1111 ㈹
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

年

金

おめで とう20 歳
確かな明日への
パ ス ポ ー ト

こ く み ん ね ん き ん

新
し
く
成
人
と
な
る
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し

て
多
く
の
権
利
や
義
務
が
生
じ

ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
も
、
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
昨
年
4
月
か
ら
2
0歳

以
上
の
学
生
の
方
に
も
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
、
単
に
老
後
の

暮
ら
し
を
支
え
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。万
が
气

障
害
者

と
な
っ
た
と
き
や
、
夫
に
先
立

た
れ
母
子
家
庭
と
な
っ
た
と
き

な
ど
に
も
支
給
さ
れ
、
生
活
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

生
涯
に
わ
た
り
、
確
か
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
年
金
制

度
は
、
2
0歳
か
ら
加
入
し
、
加

入
者
全
員
が
相
互
に
協
力
す
る

こ
と
で
収
り
立
っ
て
い
ま
す
。

2
0歳
の
責
任
は

〝ま
ず〟
国

民
年
金

入
国
民
年
金
課
V

年
金
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と

し
た
疑
問
や
さ
ま
ぎ
刄
芯
配

事
に
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所

の
担
当
官
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
1
月
8
日
(
水
)
。
午
前
　

1
0
時
～
午
謾
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2

階
、

国
民
年
金
課
前

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は
、
毎
月
第
1

水
曜
日
に
開
設

し
て
い
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
1

月
2
0・
2
1日
、
午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
各
2
回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
3
陬
会

議
寔

対
象

昭
和
7
年
2
月
2
日
～

3
月
1
日
生
ま
れ
の
方

班
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

福

祉

老
人
医
療
受
給
者

証
、
(福
)医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ

1
月
1
日
か
ら
、
一
部
負
担

金
が
変
わ
り
ま
す
(
表
1
)
。

病
院
等
で
受
診
さ
れ
る
と

き
、
健
康
保

険
証
と
老
人

医
療
受
給
者

証
、
ま
た
は

鴬
医
療
証
を

窓
口
へ
出
し

て

く

だ

さ

い

。

問
合
せ
先
　

本

庁

舎

牟

佐
)
　

・
老
人
医

療
係

表1　 老人医療一部負担金
一
人
で
苦
し
ま
ず

気
軽
に
相
談
を

福
祉
事
務
所

の
相
談
案
内

長
い
人
生
に
は
、
い
く
ら
努

力
し
て
も
、
自
分
の
力
だ
け
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。そ
ん
な
と
き
、
一

人
で
悩
ん
で
い
な
い
で
、
気
軽

に
福
祉
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

福
祉
事
務
所
で
は
、
特
に
指

定
の
あ
る
も
の
奮
匹
き
、午
前

9
時
～
午
後
5
時
(
土
曜
日
は

正
午
)
ま
で

、
次
の
よ
う
な
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す

。

・

生
活
に
お
困
り
の
方
に

病
気
な
ど
の
た
め
に
働
け
な

く
な
っ
て
収
入
が
減
り
、
生
活

費
や
医
療
費
な
ど
に
お
困
り
の

方
に
、
生
活
保
護
の
相
談
に
ぶ

じ
ま
す

。

・

お
年
寄
り
の
方
に

年
齢
に
伴
う
生
活
の
支
障
を

補
う
た
め

、
日
常
生
活
用
具
の

給
付
、
家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣

や
老
人
ホ
ー
ム
入
所
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す

。

・

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に
　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、

補
装
具
や
更
生
医
療
の
給
付
、

家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お

、毎
月
第
4
木
曜
日
(
祝

日
の
場
合
は
翌
日
)
、午
後
1
時

～
4
時
に

、
手
話
通
訳
者
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・

精
神
薄
弱
者
・
児
の
方
に
　

「
愛
の
手
帳
」
の
交
付

、
援

護
施
設
へ
の
入
所
相
談
な
ど
に

応
じ
て
い
ま
す

。

・

母
子
家
庭
の
方
に

2
0歳
未
満
の
児
童
の
い
る
母

子
家
庭
の
経
済
上
の
問
題

、
児

童
の
就
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
立
の
手
助
け
の
た

め
、
事
業
の
開
始
・

継
続
資
金
、
住
宅
資

金
、
就
職
・
就
学
支

度
金
な
ど
貸
付
制
度

の
受
け
付
け
や
、
母

子
寮
入
所
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
休

養
ホ
ー
ム
と
し
て
、

指
定
の
国
民
宿
舎
等

を
年
2
泊
、
無
料
ま

た
は
低
額
料
金
で
利

用
で
き
る
手
続
き
も
行
い
ま

す
。

・

女
性
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
な
ど

で
困
っ
て
い
る
方
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

・

家
庭
相
談
員

家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困

り
の
方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

日
時
毎
週
月
・
水
・
金
曜
　

日
、
午
後
1
時～
5
時

圏
児
童
福
祉
司

子
供
の
養
育
や
、
障
害
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

日
時

毎
週
月
・
木
曜
日
、
午

前
9

時
～
正
午
(
中
部
福
祉

事
務
所
は
木
曜
日
の
み
)
　
I

い
ず
れ
り
卜

卜

○
相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
、
管
轄

の
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

へ
。

表2　福祉事務所一覧

心
身
障
害
者
(
児
)

の
巡
回
相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
、無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

補
装
具
、
就
職
な
ど
の
相
談
は
、

こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。な

お
、
身
障
手
帳
交
付
の
相

談
は
各
福
祉
事
務
所
で
、
い
つ

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
2

月
1
9日
(
水
)
、
午
後

1
時
～
5

時
(
受
け
付
け
は

午
後
3
時
ま
で
で
す
)

場
所

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

(
旧
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

恚
定
員
1
0
0
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

福
祉
事
務
所
の
窓

囗
ま
た
は
電
話
予
約

申
込
期
間
1
月
2
1
日～
2
7
日

※
当
日
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の
福

祉
事
務
所
・
障
害
者
援
護
係

募

集

保
育
園
臨
時
職
員

申
込
資
格
1
8

歳
以
上
5
5
歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
各
区
立
保
育
園

職
種
・
時
間
・
賃
金
▽
産
休
　

・
訶
欠
代
替
職
員
・
:
午
前
8
　

時
3
0
分～
午
後
5
時
1
5
分
　
　

(
土
曜
日
は
午
後
1
時
3
0
分
　

ま
で
)
、
時
給
6
9
0
円
▽
土
曜
　

日
保
育
・
土
曜
日
給
食
用
務
　

職
員
'
:
午
前
8
時
3
0
分～
午
　

後
1
2
時
3
0分
、
時
給
6
9
0円　

▽
特
例
保
育
職
員
…
午
前
7
　

時
3
0分
～
9

時
3
0
分
お
よ
び

午
後
4

時
1
6

時
(
ど
ち
ら

か
で
も
可
)
、
時
給
7
4
0円

寮
住
所

、
氏
名

、
連
絡
先
等
を

登
録
し

、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す
。
登
録
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
保
育
第
一
係

身
体
障
害
者

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

訓

練

生

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
と
し

て

、
職
業
的
自
立
を
め
ざ
す
障
‘

害
者
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す

。

期
間
4

年
4

月
か
ら
1

年
間

場
所

梅
島
通
所
訓
練
施
設

定
員
5

人

資
格

区
内
在
住
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
4
0
　

歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

選
考
方
法

適
性
試
験
、
面
接

申
込
方
法
1

月
3
1日
ま
で
に

履
歴
書
を
記
入
の
う
え
郵
送

申
込
・
問
合
せ
先

▽
千
住
曙

町
作
業
所
・
:
〒
1
2
0千
住
曙
町

3
9
1
7

昔
(
3
8
7
9
)
　
2
1
4
5

▽
梅
島
通
所
訓

練
施
設
・・・
〒
1
2
1梅
島
3
1
3
1
　
1
1
9

登
(
3
8
4
9
)
8
　
8
3
0

▽
杰

万
舎
♀

住
)

・
障
害
福
祉
課

税

金

納
税
は
お
早
め
に

平
成
3

年
度
特
別
区
民
税
・

都
民
税
第
3

期
分
ま
で
と
、
軽

自
動
車
税
の
納
期
限
が
、
す
で

に
過
ぎ
て
い
ま
す

。

納
期
隕
が
過
孝
ま
す
と
、
高

率
の
延
滞
金
(
年
率
1
4
・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く

、

理
由
な
く
滞
納
す
る
と
差
し
押

え
等
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
、
非
常
に
不
利
益
で
す

。

特
に

、
平
成
2
年
度
以
前
分
を

滞
納
し
て
い
る
方
は

、
お
早
め

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
特
別
な
事
嚼
が
あ
っ

て
納
付
が
困
難
な
場
合
や

、
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

、
至

急
納
税
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
、
表
3
の
地
域
の

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
に
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化

工
事
を
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
3
の
と
お
り

問
合
せ
先

都
・
下
水
道
局
小

菅
分
室

昔
(
3
6
0
2
)
8
8
2
2
　

ま
た
。
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。工
事
前
に
申
請
し
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

廿
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3　 水洗化可能地域

1 月1 日から
「 夕 焼 け 放 送 」を

1時間
繰り上げ ます

本
日
か
ら
、「
夕
焼
け
小

焼
け
」
の
放
送
時
間
が
、

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

1
月
1
日
～
3
月
3
1日

…

午

後
4

時

《
青
少
年
課
》

東京都・特別区駐車場整備

基金融資あっせん制度

東
京
2
3区
内
に
、
民
間
駐

車
場
を
建
設
す
る
方
へ
、
建

設
に
必
要
な
資
金
の
融
資
あ

っ
せ
ん
お
よ
び
利
子
補
給
を

す
る
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た

。

こ
の
制
度
は
、
民
間
駐
車

場
の
建
設
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
道
路
交
通
の
円
滑

化
と

、
都
市
機
能
お
よ
び
都

市
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す

。

亜
融
資
あ
っ
せ
ん

対
象
駐
車
場

東
京
2
3
区
内

で
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
3
0
0㎡

以
上
、
ま
た
は
2
0
台
以
上

駐
車
で
き
る
規
模
の
駐
車

場
(
付
置
義
務
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
付
置
義
務
駐

車
場
以
外
の
部
分
が
3
0
0㎡

以
上
、
ま
た
は
2
0
台
以
上

の
規
模
が
あ
る
も
の
)

貸
付
利
率

年
4
.
0
%

貸
付
期
間
1
5

年
以
内
(

据

置
期
間
1

年
を
含
む
)

貸
付
対
象
費
用

標
準
工
事

費
(
用
地
取
得
費
を
除
く
)

貸
付
限
度
額
1

台
に
つ
き

网
万
円
以
内

。
た
だ
し

、

道
路
等
の
地
下
を
利
用
す

る
場
合
は
、
1
台
に
つ
き

1
千
万
円
以
内

※
融
資
を
受
け
る
方
は
、
金

融
機
関
の
求
め
る
担
保
等
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

・
利
子
補
給

対
象
駐
車
場

融
資
あ
っ
せ

ん
を
受
け
た
駐
車
場
の
う

ち
、
駐
車
場
整
備
地
区
内

お
よ
び
そ
れ
に
凖
ず
る
地

区
内
の
駐
車
場
で
、
5
分

の
3
以
上
が
時
間
貸
し
の

駐
車
場

補
給
率

年
1
.
0
%
(
た
だ
し
、

道
路
等
の
地
下
を
利
用
す

る
都
市
計
画
駐
車
場
は
、

年
2
.
0
%
)

補
給
期
間
5

年

補
給
の
対
象

融
資
あ
っ
せ

ん
の
範
囲
内

・
申
込
必
要
書
類

融
資
あ
っ
せ
ん

▽
駐
車
場

整
備
基
金
融
資
あ
っ
せ
ん

申
込
書

▽
建
設
資
金
計

国
書

▽
建
設
工
事
見
積

書

▽
増
設
ま
た
は
建
て

替
え
に
あ
っ
て
は
、
既
存

駐
車
場
の
写
真
・
配
置
図

お
よ
び
平
面
図

▽
建
設

図
面
(
平
面
図
お
よ
び
立

面
図
)

▽
そ
の
他
必
要

な
書
類

利
子
補
給

融
資
あ
っ
せ
ん

と
同
様
の
書
類
と
、
駐
車

場
整
備
基
金
利
子
補
給
交

付
申
請
書

亜
取
り
扱
い
金
融
機
関

区
内
の
都
市
銀
行
・
長
期

信
用
銀
行
・
信
託
銀
行

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
駐
車
場
対
策
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教

育

私
立
高
校
等

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校

や
、
高
等
専
門
学
校
等
へ
入
学

す
る
た
め
の
入
学
金
等
で
お
困

り
の
方
へ
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
、

高
等
専
門
学
校
ま
だ
は
大
学

入
学
資
格
の
得
ら
れ
る
私
立

の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学

予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保

護
者

▽
区
内
に
引
き
続
き

1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
　

▽
平
成
2
年
中
の
年
収
が
限

度
額
以
下
で
あ
る
こ
と
(
給

与
所
得
者
・・・
支
払
い
給
与
の

総
額
が
7
0
0万
円
以
下
、
事
業

所
得
者
・
:総
所
得
金
額
等
が

鑷
万
円
以
下
)

融
資
金
額
1
0

万
円
以
上
5
0万

円
以
下
(
1
万
円
単
位
)

利
率

年
3
%

返
済

融
資
夲
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3

年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(
保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学

者
に
つ
い
て
は
各
中
学
校

で

、
そ
の
他
の
方
は
振
興
係

で
交
付
し
ま
す

申
込
期
限
2

月
2
8日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
学
務
第
二
課
振
興

係

新
入
学
児
童

生
徒
の
就
学

通

知

書

4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す

る
お
子
さ
ん
(
昭
和
6
0
年
4
月

2
日
～
6
1
年
4
月
1
日
生
)
の

就
学
通
知
書
は
、
1
月
中
旬
に

保
護
者
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
へ
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
就
学
通
知
書
は
、
1

月
下
旬
に
在
籍
小
学
校
か
ら

お
子
さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し

ま
す
。

な
お
、
家
庭
の
事
情
や
お
子

さ
ん
の
身
体
的
理
由
等
に
よ

り
、
指
定
校
以
外
の
学
校
へ
お

孑
さ
ん
を
入
学
さ
せ
た
い
と
お

考
え
の
場
合
は
、
1
月
中
に
就

学
通
知
書
と
印
か
ん
を
痔
参
の

う
凡
、
学
事
第
一
係
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
区
立
小
・
中
学
校
へ
入
学
を

希
望
す
る
外
国
人
で
、
ま
だ
入

学
申
請
の
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
は
、
印
か
ん
と
お
罕
さ
ん

の
外
国
人
登
録
証
明
書
手
帳
)

を
持
参
し
、
学
事
第
一
係
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
　

・
学
事
第
一
係

健

康

女
性
の
た
め
の

健
康
講

座

女
性
の
尿
失
禁

く
し
ゃ
み
や
咳
(
せ
き
)
、
走

っ
た
り
笑
っ
た
と
き
に
尿
が
も

れ
る
腹
圧
性
尿
失
禁
は

、
4
0～
5
0

歳
代
の
女
性
の
3
人
に
1
人

が
悩
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

だ
れ
に
も
相
談
で
き
ず
、
悩

ん
で
い
る
あ
な
た
、
講
演
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
専
門

医
が
お
話
し
ま
す
。

日
時
1
月
1
8
日
(
占
、
午
後
　

1
時
1
5
分
～
4
時

対
象

区
民
の
方

嗣
師

石
井
泰
憲
医
師
(
社
会

保
険
埼
玉
中
央
訶
院
泌
尿
器

科
部
長
)

定
員
6
0
人
(
先
著
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所

き
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
月
の
献
血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
日
程
は
表
4
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間
い
ず
れ
も
、
午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
部
分
(
昼
　

食
・
休
憩
時
閠
岑
薩
く
)

問
合
せ
先
葛
飾
赤
士
y
血
液
　

セ
ン
タ
ー

豐
(
5
6
8
2
)
　
2
8
0
1

、
本
庁
舎
♀
住
)

・
保
健
予
防
係

表4　1 月の献血予定

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

区
で
は
、
寝
た
き
り
の
方
を

対
象
に
、
訪
問
看
護
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象

在
宅
で
4
0歳
以
上
の
寝

た
き
り
の
方
、
袤
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療

養
指
導
、
看
護
指
導
、
機
能

訓
練
指
導
等
に
よ
る
家
族
へ

の
支
援
、
お
よ
び
諸
制
度
の

活
用
法
の
指
導

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
I
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
談
所

障害児歯科診療

在宅寝たきり老
人訪問歯科診療

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
輊
、
中
度
の
障
害
が

あ
り
、こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に
、
歯
科

診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8歳
未
満

の
軽
、
中
度
の
障
害
が
あ
る

方
で
、
診
療
場
所
ま
で
通
院

可
能
な
方
(
家
族
の
同
伴
が

必
要
で
す
)

※
重
度
の
方
の
相
談
も
受
け
付

け
ホチ

。

診
療
日
時
毎
週
木
・
土
曜
　

日
、午
前
9
時
～
正
午
(
祝
　

日
、
年
末
年
始
を
除
く
)

診
療
場
所

足
立
区
歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

・
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

寝
た
き
り
で
、
一
般
の
歯
科

診
療
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
迴
苡
上

の
寝
た
き
り
の
方
で
、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時
火
～
土
曜
日
(
日
　

時
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
療
開
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
嫐
歹
。

―

い
ず
れ
や
卜

申
込
日
時
毎
週
火
上
蠱
日
　

の
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
・
　

午
後
1
時
～
3
時
3
0
分
(
祝
　

日
・
年
末
年
始
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
歯

科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー
(
千
住
1
1
5
1
5

、
歯

科
医
師
会
館
2
階
)
さ
(
3
　
8
8
2
)
3
8
8
2

、F
A
　

χ
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

足立区華道・茶道協会提供

み ん な の 健 康 足 立 保 健 所S3 而5- 4151
千 住 保 健 垪 魯388642 〃
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掲
示
板

亜
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術

専
門
校
4
月
入
校
生
募
集

対
象

①
推
薦
入
校
…
3
月

中
学
校
卒
業
の
方

②
一
般

の
方

募
集
科
目
・
人
数

①
(
昼

閧
部
)
:
自
動
車
整
備
・

機
械
・
木
工
・
塗
装
科
、

各
2
0
大
②
(
昼
間
部
了
　

電
気
工
事
・
電
子
工
学
な
　

ど
、各
5
～
3
0
大
(
夜
　

間
部
)
…
木
工
・
自
動
車

整
備
な
ど
、
各
3
0人

募
集
期
間
①
・
:
1
月
7
日
　
～

1
7
日
②
・
:
1
月
7
日
　
～

3
1日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
高

等
職
業
技
術
専
門
校

酋
(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

・
建
築
職
業
訓
練
生
募
集

対
象

建
築
技
術
技
能
者
を

志
す
意
欲
あ
る
方

費
用

入
学
金
・
行
事
費
各

3
万
円
、
授
業
料
7
千
円

申
込
期
限
3

月
2
1日

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
建

築
高
等
職
業
訓
練
校

豐
(
3
4
6
1
T
2
6
1

・

私
立
高
校
等
特
別
奨
学
金

受
給
者
の
追
加
募
集

私
立
の
全
日
制
高
校
・
盲

・
る
つ
・
養
護
学
校
高
等
部

・
高
専
お
よ
び
専
修
学
校
高

等
課
程
の
在
学
生
の
保
護
者

で

、
平
成
3

年
5
月
1

日
現

在
都
内
に
居
住
し
、3

年
度

住
民
税
年
額
が
一
定
額
以
下

の
方
が
対
象
で
す
。

交
付
額
1
0

万
3

千
円

、
ま

た
は
6
万
9

千
円
(

住
民

税
年
額
に
よ
る
)

申
請
・
期
限
・
問
合
せ
先
　

▽
都
内
私
立
高
校
在
学
者

・
:
学
校
の
指
定
す
る
期
間

に
各
在
学
校

▽
他
の
学

校
在
学
者
・
:
1
月
1
6
・
1
7
　

日

、
都
庁
第
2
庁
舎
1
階

※
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の

で

、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
・
学
事
第
一
課

音
(
～
2
0
)
7
7
7
0

・

大
東
京
観
光
写
真
コ
ン
テ

ス
ト

募
集
部
門

一
般
の
部
、
新

東
京
百
景
の
部
、
テ
ー
マ

「
つ
ど
い
」
の
部

応
募
規
格

▽
平
成
3
年
1
　

月
以
降
に
撮
影
し
た
未
発

表
作
品

▽
カ
ラ
ー
は
六

ツ
切
り
と
四
ツ
切
ひ
、
白

黒
は
四
ツ
切
り

応
募
方
法
・
期
限

郵
送

、

1
月
3
1
日
(
必
着
)

応
募
先

東
京
都
観
光
連
盟

〒
圜
千
代
田
区
有
楽
町
2
　
-
1
0
1
1

問
合
せ
先

都
観
光
連
盟
　

酋
(
3
2
1
2
)
8
7
2
7
　

ま
た
は
都
・
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
課

音
(
5
　
3
8
8
)
3
1
5
3

◎
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
ろ
う

◎
降
雪
や
凍
結
時
に
お

け
る
救
急
事
故
を
防
ご

う◎
家
庭
用
品
は
防
災
製

品
を
使
用
し
よ
う

《
東
京
消
防
庁
》

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
募

集
=

☆
和
裁
(
麻
の
菓
会
)
月
4

回
水
曜
日
、午
前
9
時
～
正

午
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
入

会
金
2
千
円
、月
額
3
千
禀

円
/
阪
本
a
(
3
8
5
5
)

5
1
7
9
(
午
後
5
時
以
降
)

☆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
毎
月

第
1
・
3
月
曜
日
、午
前
1
0

時
～
正
午
/
竹
の
塚
第
3
団

地
集
会
所
/
初
心
者
歓
迎
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/

市
脇

昔
(
3
8
5
9
)

3
0
1
6

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
若
葉
会
)

毎
週
土
曜
日
、午
後
7
時
～

9
時
/
梅
島
小
学
校
体
育
館
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千

円
/
荒
川

豐
(
3
8
8
9
)
0
9
0
6

☆
裏
干
家
緑
水
会
毎
週
月

曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
・

午
後
1
時
3
0分
～
4
時
/
入

会
金
千
円
、
月
額
1
千
5
0
0円/

久
保

昔
(
3
8
5
7
)
2

☆
書
道
(
翠
青
会
)
毎
月
第

3
日
曜
日
、午
後
1
時
～
4

時
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

月

額
千
円
/

阿
部

昔
(
3
8
8
4
)
8
4
3
8

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
ふ
れ
あ

い
毎
週
月
曜
日
、
午
後
7

時
～
9
時
/
西
新
井
本
町
住

区
セ
ン
タ
ー
/
月
額
3
千
円
/

渡
辺

昔
(
3
8
8
)
I
6
5
R
y

☆
和
紙
人
形
(

耶
堅

忍

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
、午
前

9
時
3
0
分
～
正
午
/
伊
興
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
5
0
0円

、
月

額
千
円
(

材
料
費
別
)
/

嶋

田

霓
3
8
9
0
)
6
9
7
-
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成 人
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま

す

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん

、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

皆
さ
ん
の
新
し
い
門
出
を
祝

い
、
区
で
は
「
成
人
の
日
の
集

い
」
を
開
催
冫
季
f

。
対
象
の

方
に
は
案
内
状
を
お
送
り
し
ま

し
た
の
で

、
当
日
は
案
内
状
を

お
持
ち
の
う
兄
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お

、
服
装
は
平
服
で
お

願
い
し
ま
す

。

日
時
1

月
1
5日
(
祝
)
、
午
後

L
時
受
付
開
始
、
午
後
2

時

開
会

柬
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で

。
早
め
に
ご
来
場
く

だ
さ
い

。

会
場

東
京
武
道
館
(
綾
瀬
駅

下
車
徒
歩
5
分
)

対
象

昭
和
4
6年
4
月
2
日
～

昭
和
4
7年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方

内
容

▽
第
1
部
…
式
典

▽

第
二
部
…
記
念
講
演
(
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
弁
護
士

ケ

ン
ト

ーギ
ル
バ
ー
ト
氏
)

※
会
場
お
よ
び
会
場
周
辺
に
は

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

混
雑
緩
和
の
た
め
、
当
日
は
周

辺
の
交
通
を
制
限
し
ま
す
。
自

動
車
で
の
来
場
は
固
く
お
断
り

し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

青
少
年
課

霓
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

初釜と
郷土芸能鑑賞会

美
し
い
庭
園
を
眺
め
な
が
ら

の
初
釜
と
、
昔
な
つ
か
し
い
寿

獅
子
(
し
し
)
で
新
春
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
1

月
1
9一日
(
日
)

時
間
・
場
所

右
表
の
と
お
り

費
用

無
料

問
合
せ
先
郷
土
博
物
館
　
`

‘
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

◆ すべて1 月12日( 日)

● 交 通J R 亀有取北口か東武パス・亢ツ木番住行博物館前下車、六木団地
行大谷田五丁目下車

情 報 コ ー ナ ー

世帯と 人口( 3 年12月1日 現 在)
世 帯251, 214
人 口644, 883 人
男327, 801 人
女317, 082 人

空 室 あ り ま す!

日光・塩原 林間学園
日光と塩原の林間学園は、1 月n
日から3 月30日までの期間、区

民の皆さんにもご利用いただけま
す。まだ窄宰がありますので、ぜ
ひご利用ください。
申込方法1 月6 日、午前9 時か
ら電話予約

申 込・問合せ先 本庁舎( 予住) 　
・校外学園係

S3882 ―1111㈹

日本語がわからず、お困りの外国人の方

「日本語を教えます! 」
帰国者や外国人の方で、日本語が

わからずお困りの方を対象に、初歩
から日本語を教えます。日常会話に
不自由な方は、ぜひご参加ください。
また、このような方をご存じ の方

はご紹介ください。
日時1月27日～3月30日の毎週月　
曜日、午後2時3{ }分～4時30分( 全　
9 回、2 月10日は休み)

※ 終了後も学習の継続を希望する方
は、ボランティアを紹介します。
講師 澤邑やす子氏( 日本語学校教
師)
対象 初歩の方
費用 無料
申込方法 直接窓口、電話、ハガキ
(住所、氏名、年齢、職業を明記)
のいずれも可

場所・申込・問合せ先 女性総合セ
ンタ ー 〒123梅田7- 33- 1　
エル・ソフィア内03880 ―5222

上総湊健康学園の
入園説明会

卜縊湊健康学園では、平成4 年
度の入園児童を募集し ています。
入園説明会を行いますので、お子
さんの健康回復を図りたい保護者
の方は、ぜひお出かけください。
当日は、学園生活を紹介するビ
デオの上映や、教師・保母からの
説明があります。
日時1 月18日( 土)、午後2 時
場所 教育センター視聴覚室
対象現在小学2～5年生で、ぜ　
ん鬯、肥満。偏食、虚弱などの
児童とその保護者

問合せ先 本庁舎( 千住) ・校外
学園係B3882 ―1111㈹

ボランティアスクール開講

共 に 生 き るま ち づく り
へ の ス タ ー ト

日時・内容・講師 下表のとおり
場所 青年センター
対象 ボラン牙イア活動に関心のあ
る方

定員50 人( 先着順)
費用 無料
申込方法 電話予約、またはハガキ
に住所、氏 名、年齢、性別、職業、
電話番号を明記

申込・問合せ先 西綾瀬ボランティ
アセンタ ー 〒120 綾瀬4- 5　- 603880

―8356

ボランティア・スクール日 程

● いずれも午後1時30分～3時30分。

ボ ラ ン テ ィ ア 講 演 会

ボランティア活動を通して
あなたらしい生き方を
日時2月8日( 土) 、午後1W?30　
分～3時30分
場所 綾瀬プルミエ2階(入場無料)
対象 区内在住・在動・在学の方
講師 新谷弘子氏( 社会活動教育
研究所長)
定員100 人( 先着順)
申込方法 電 話予約、またはハガ
キに住所、氏名、年齢、性別、
職業、電話番号を明記
申込・問合せ先 西稜瀬ボランテ
ィアセンター 〒120 綾瀬4- 　5- 603880

―8356

青年センターの催し
◆ おい し い コ ー ヒ ー の い れ 方

コーヒーのおいしい入れ方を散え
ます。
日時　1月22・29日、午後7時 ～9時
定員　40人( 抽選)
費用　千円
◆ の び の び 子 育て く

ら ぶ 「節 分 を遊 ぶ」

親子で楽しく遊びます。
日時1月16日( 木) 、午前1〔畤～11
時30分
対象2 ～4歳児とお母さん
定員　40組( 抽選)
費用　300円
◆ ア ウト ド アくら ぶ　 バー ド ・ カー
ビン ク講 座
木枯しの音を闃きながら、木のぬ

くもりと完成の喜びを味わえるバー
ド・カービングにチャレンジします。

日時1月21・28日、2月4・18日、午　
後7時～9時

対象 青年男女
定員20 人( 抽選)
謇貝I Rr¥l nμ 1
◆ モ ーツ

ァ
ルト の オ ペ ラ の 魅 力

モーツァルトのオペラ上演を企画
している講師から、映像を交えてわ
かりやすく解説していただきます。
日時　1月16　・　30日、2月13・27日。
午後7時～9時
対象 青年男女
定員　40人( 抽選)
◆ 子育 て グ ル ープ づ く り の仲間に入 りませ んか

親子で遊んだり、お母さ ん同士の
ネットワークづくりをします。毎月1
回行います。1月は親子ゲーム。
日時　E>火曜会… 1月14日[ >木曜
会… 1月30日　t >金曜会m1月24日

D土曜会… 1月18日、午前1〔鋳～11
時30分
対象2 ～4歳児とお母さん

定員 各曜日30組( 抽選)
曹用1 囘5nn円
◆ 子 育 て講 座 「 成長段階と体 の 動 き」

日時　1月8日( 水) 、午前108#～正午
定員80 人
費用　無料
申込方法 当日直接会場へ
※ 保育を実施し ます。
◆ エ ス 二 ッ クセミ ナ ー

「
エ ス 二 ック 映

画 の魅 力 を探る 」

エスニック映画の名作を通して、
社会や文化の状況を学びます。
日時　1月22日、2月12　・　19日。午　
後7時～9時
定員　40人( 先着順)
申込方法 電話
- いずれも一
申込方法( 子育て講座、エスーツク
セミナーを除く) 往復ハガキに
住所、氏名、年齢、電話番号と希
望する講座名を明記

申込期限　1月9日必､着
場所・申込・問合せ先　青年センター
〒123 西新#1　―　4　―17

H3890 ―0061

着付け・茶道の基本教室
日時1月23日～3月19日の鰮週　
木曜日、午後7時～9時
対象 初心者で着物を持参できる
方
定員25 人( 抽選)
費用5000 円
申込方法 往復ハガキに住所、氏
名、年齢、電話番号を明記

申込期限1 月10日必着
申込・問合せ先 サービスセンタ
ーゆう 〒120 綾瀬1 ―34―7　

S3838- 3586

1 月の安売りデー
青果物1 月15日( 水) … 黄緑の
ノボリのあるお店
魚1 月17日( 金) ・・・青いノボリ
のあるお店
主催 レ東京都青果物商業協同組
合千住・西新井・綾瀬支部D　
関東水産物商業協同組合西新井
・千住支部
後援 足立区RECYCLEPAPER

―森林資源を大切に―

A. H. S. Se. 240, 000


